再生冷却システムに用いる熱分解吸熱反応燃料に関する研究 by 東野  和幸 et al.
再生冷却システムに用いる熱分解吸熱反応燃料に関
する研究
著者 東野  和幸, 棚次  亘弘, 杉岡  正敏, 湊  亮二郎









著者 東野  和幸, 棚次  亘弘, 杉岡  正敏, 湊  亮二郎




















































度 98 %以上の製品を用いる． 
32 
3. 実験装置 







図 1 実験装置概略 
 
 
図 2 加熱管 
 
表 1 実験装置機器の諸元 
機器名 仕様 
シリコンオイルタンク 330×330×350 mm （30L） 
供試液タンク φ110.3 H354 mm(MAX 2.5L) 
投げ込みヒーター（八光製，BAB1220） 2 kW×2 
マイクロケーブルエアヒータ （ー坂口電熱） 3 kW×2 










ていることが確認でき，全投入熱量 1600W の場合には理論値と実験値に 110K の差が生じている．
これはMCHの熱分解吸熱反応により熱量が奪われたことが原因と考えられる．同図(b)より，MCH
の受熱量は全投入熱量が 1000W 以上で理論値と実験値に差が生じており，全投入熱量 1400kJ/kg
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 （a）温度上昇と全投入熱量の関係 （b）MCH の受熱量と全投入熱量の関係 





① 全投入熱量が 1000W 以上で理論値と実験値の温度上昇に差異が生じた． 
② 全投入熱量が 1000kJ/kg 以上で理論値と実験値で受熱量に差異が生じた． 
以上の結果より，MCH の熱分解吸熱反応が確認され，加熱管外壁温度 1249K の場合では熱分
解吸熱反応が生じることで反応が生じない場合と比較して温度上昇を約 110K 低下でき，等価的
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